
第４１回機械工業デザイン賞

ニ
イ
ガ
タ
マ
シ
ン
テ
ク
ノ
横
型
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
Ｈ
Ｎ
１
０
０
０
―
Ｓ

　
ニ
イ
ガ
タ
マ
シ
ン
テ
ク
ノ

の
「
横
型
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
　
Ｈ
Ｎ
１
０
０
０
―
Ｓ
」

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
や
イ

ン
フ
ラ
分
野
で
使
用
さ
れ
る

大
物
部
品
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
、
高
生
産
性
と
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
追
求
し
て

開
発
さ
れ
た
工
作
機
械
で
あ

る
。
開
発
に
際
し
て
は
、
同

社
従
来
機
種
で
あ
る
角
ス
ラ

イ
ド
機
と
ロ
ー
ラ
ー
ガ
イ
ド

機
の
長
所
を
融
合
し
、
ク
ラ

ス
最
大
の
高
生
産
性
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
コ
ラ
ム

ト
ラ
バ
ー
ス
型
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
伝
統
と
実
績
を

受
け
継
ぎ
、
各
種
加
工
品
に

柔
軟
に
対
応
可
能
な
高
速
・

重
切
削
・
高
剛
性
機
と
し

て
、
一
定
の
成
果
を
収
め
て

い
る
。

　
製
品
仕
様
に
関
し
て
、
移

動
量
は
Ｘ
軸
が
２
０
３
０

、
Ｙ
軸
が
１
６
５
０

、
Ｚ
軸
が
１
２
０
０

、
パ
レ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル
の

大
き
さ
は
１
０
０
０

×
１

０
０
０

、
許
容
ワ
ー
ク

は
直
径
２
３
０
０

×
高
さ

１
８
５
０

、
最
大
積
載

質
量
は
３
５
０
０

、
主

軸
回
転
速
度
は
毎
分

―
６

０
０
０
回
転
、
切
削
送
り
速

度
は
毎
分

全

軸

、
早
送
り
速
度
は
毎
分

全
軸

、
許
容
工

具
サ
イ
ズ
は
直
径
３
０
０

×
６
１
０

―
と
な
っ
て

い
る
。

　
ク
ラ
ス
最
大
の
高
生
産
性

を
実
現
す
る
目
的
と
し
て
、

テ
ー
ブ
ル

Ｘ
軸

と
コ
ラ

ム

Ｚ
軸

に
高
速
移
動
を

可
能
と
す
る
超
高
剛
性
ロ
ー

ラ
ー
ガ
イ
ド
を
採
用
し
、
従

来
機
比
２
倍
の
早
送
り
速
度

と
同
３
倍
の
切
削
送
り
速
度

を
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
剛
性
構
造
体
に
装
備
さ
れ

た
ス
ピ
ン
ド
ル
ヘ
ッ
ド

Ｙ

軸

は
角
ス
ラ
イ
ド
案
内
面

を
採
用
し
、
加
工
点
に
お
け

る
振
動
を
低
減
し
て
優
れ
た

重
切
削
性
能
を
実
現
し
て
い

る
。

　
機
械
本
体
は
大
型
機
械

５
９
６
５

×
９
８
５
０

×
４
９
６
０

で
あ

り
工
場
内
の
労
働
・
作
業
環

境
を
形
成
す
る
こ
と
か
ら
、

安
全
性
や
作
業
性
向
上
を
意

図
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

段
取
り
作
業
台

や
シ
ー

ス
ル
ー
化
し
た
安
全
ガ
ー
ド

を
は
じ
め
、
き
め
の
細
か
い

対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
。
安

全
は
も
ち
ろ
ん
、
操
作
性
や

作
業
性
、
保
守
性
な
ど
人
と

の
関
わ
り
を
第
一
に
考
え
、

製
造
現
場
の
３
Ｋ

危
険
、

き
つ
い
、
汚
い

を
払
拭
、

ス
ト
レ
ス
の
な
い
作
業
環
境

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地

球
環
境
に
配
慮
し
た
待
機
電

力
の
削
減
技
術
を
搭
載
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
自
動
工
具
交
換
装

置

Ａ
Ｔ
Ｃ

マ
ガ
ジ
ン
は

工
具
収
納
数
を

本
か
ら
１

２
８
本
ま
で
拡
張
可
能
で
、

機
械
納
入
後
の
仕
様
変
更
に

も
柔
軟
に
対
応
可
能
な
モ
ジ

ュ
ー
ル
化
構
造
を
実
現
し
て

い
る
。
Ａ
Ｔ
Ｃ
マ
ガ
ジ
ン
後

方
に
は
工
具
仮
置
き
ホ
ル
ダ

ー
を
３
カ
所
設
け
、
重
量
工

具
の
段
取
り
作
業
の
負
担
を

軽
減
し
た
。
操
作
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
関
わ
る
作
業
は
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

動
線
を
意
識
し
て

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス

操
作
性
、
作
業

性
、
保
守
性

の

観
点
か
ら
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　
外
観
は
平
面
と

直
線
を
基
調
と
す

る
シ
ン
プ
ル
な
も

の
で
、
生
産
財
と

し
て
の
落
ち
着
き

や
飽
き
の
こ
な
い

造
形
を
意
図
し
て

展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
型
機
械
で
あ
る
関
係
上
、

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド
は
組

み
立
て
や
出
荷
時
の
分
解
、

ト
レ
ー
ラ
ー
で
の
搬
送
に
配

慮
し
た
パ
ネ
ル
構
成
・
分
割

方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
こ

の
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド
が

形
態
構
成
要
素
と
な
り
、
と

も
す
れ
ば
単
調
に
な
り
が
ち

な
造
形
に
お
い
て
適
度
な
緊

張
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
は
可
動
部

扉
や
シ
ャ
ッ
タ
ー

と
ス

カ
ー
ト
が
ミ
デ
ィ
ア
ム
グ
レ

ー
に
、
加
工
品
チ
ェ
ッ
ク
や

計
測
作
業
部
分
は
ラ
イ
ト
グ

レ
ー
に
配
色
さ
れ
て
お
り
、

明
快
で
清
潔
な
構
成
と
な
っ

て
い
る
。

　
熟
成
さ
れ
た
技
術
内
容
を

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
観
点
か
ら

再
評
価
す
る
と
同
時
に
、
設

置
環
境
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
観
点
か
ら

大
型
工
作
機
械
の
あ
り
よ
う

を
検
討
し
た
真
摯
な
姿
勢

し
ん
し

は
、
高
く
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
生
産
性
向
上
を
意

図
し
た
ロ
ー
ラ
ー
ガ
イ
ド
と

角
ス
ラ
イ
ド
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
構
成
は
、
今
後
の
展
開
に

よ
っ
て
評
価
が
分
か
れ
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

審査委員会特別賞
パ
ラ
ッ
ト
定
量
ス
ポ
ッ
ト
は
ん
だ
付
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ク
エ
リ
ア
ス
Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ
１
１
０
０
Ｃ

　
パ
ラ
ッ
ト
の
「
定
量
ス
ポ

ッ
ト
は
ん
だ
付
ロ
ボ
ッ
ト
　

ア
ク
エ
リ
ア
ス
　
Ｈ
ｙ
ｐ
ｅ

ｒ
　
１
１
０
０
Ｃ
」
は
、
ア

セ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
統
一
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
存
在
し
な
い

ニ
ッ
チ
な
市
場
に
着
目
し
、

後
付
け
異
形
電
子
部
品
の
ハ

ン
ダ
付
け
効
率
化
を
追
求
し

た
装
置
で
あ
る
。
高
品
質
ハ

ン
ダ
付
け
、
ハ
ン
ダ
ボ
ー
ル

や
フ
ラ
ッ
ク
ス
の
飛
散
封
じ

込
め
、
簡
易
な
条
件
設
定
に

よ
る
簡
単
操
作
を
開
発
コ
ン

セ
プ
ト
に
置
き
、
１
点
１
点

確
実
な
ハ
ン
ダ
付
け
を
行
う

と
と
も
に
鉛
フ
リ
ー
化
に
伴

う
ハ
ン
ダ
付
け
品
質
を
維
持

し
、
プ
リ
ン
ト
基
板
へ
の
信

頼
で
き
る
工
法
と
し
て
、
そ

の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ

る
。

　
熱
伝
導
性
に
優
れ
、
ハ
ン

ダ
が
密
着
し
な
い
窒
化
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
・
炭
化
ケ
イ
素
製

の
ノ
ズ
ル
内
で
ト
リ
プ
ル
加

熱

熱
伝
導
、
輻
射
熱
伝

達
、
対
流
熱
伝
達

を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
多
層
基
板
の

ス
ル
ー
ホ
ー
ル
ハ
ン
ダ
付
け

や
狭
小
空
間
で
の
ハ
ン
ダ
付

け
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ス

テ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
駆
動

に
よ
る
一
連
の
動
作
は

エ

ン
コ
ー
ダ
ー
制
御
に
よ
る
ハ

ン
ダ
送
り

ク
ラ
ン
プ
回
転

に
よ
る
ハ
ン
ダ
付
け
に
必
要

な
量
の
切
断

切
断
長
２

―

、
０
・
１

単

位
で
設
定
可
能

押
し
込

み
ロ
ッ
ド
に
よ
る
強
制
押
さ

え
込
み

の
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る
ノ
ズ
ル

ヘ
ッ
ド
内
の
閉
空
間
に
お
け

る
予
熱
や
溶
融
―
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
ノ
ズ
ル
を
稼
働
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
部
の
仕
様
に
関
し
て
、

動
作
範
囲
は
Ｘ
軸
３
０
０

、
Ｙ
軸
３
０
０

、
Ｚ

軸
１
０
０

ハ
ン
ダ
付

け
範
囲
は
Ｘ
軸
３
０
０

、
Ｙ
軸
２
０
０

、

動
作
速
度
は
Ｘ
Ｙ
軸
毎
秒
４

０
０

、
Ｚ
軸
毎
秒
１
０

０

、
精
度
は
Ｘ
Ｙ
軸

０
・

、
Ｚ
軸

０
・

と
な
っ
て
い

て
、
ハ
ン
ダ
詰
ま
り
を
検
知

す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。

　
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
最
大
１

５
０

に
及
ぶ
ハ
ン
ダ
量
や

加
熱
時
間
な
ど
を
表
示
し
、

対
話
式
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に

よ
っ
て
入
力
す
る
。
ロ
ボ
ッ

ト
本
体
か
ら
取
り
外
し
可
能

な
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
は
直

感
的
な
操
作
を
可
能
に
す
る

Ｇ
Ｕ
Ｉ
が
実
現
さ
れ
て
お

り
、
優
れ
た
操
作
性
を
発
揮

し
て
い
る
。
ノ
ズ
ル
交
換
に

は
工
具
レ
ス
機
構
を
採
用

し
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
回
路

に
よ
り
入
力
ミ
ス
に
よ
る
異

常
・
暴
走
を
防
止
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
壁
際
ハ
ン
ダ
や
ニ

ッ
チ
ハ
ン
ダ
、
ス
コ
ー
プ
ハ

ン
ダ
は
ノ
ズ
ル
周
辺
へ
の
近

傍
素
子
や
樹
脂
ケ
ー
ス
に
熱

影
響
を
与
え
る
ほ
か
、
ハ
ン

ダ
付
け
は
成
功
し
た
も
の
の

樹
脂
ケ
ー
ス
が
溶
け
て
し
ま

っ
た
場
合
も
多
々
あ
る
。
そ

こ
で
、
ノ
ズ
ル
か
ら
０
・
５

―
１

に
位
置
す
る
部

品
へ
の
熱
影
響
を
常
に
観
察

し
、
悪
影
響
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
。
ハ
ン
ダ
条
件
が

適
性
で
も
周
辺
の
素
子
が
ヒ

ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
損
傷
す
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
近

傍
素
子
に
熱
電
対
を
張
り
測

定
後
、
許
容
ノ
ズ
ル
温
度
を

決
め
て
い
る
。

　
同
製
品
の
構
成
要
素
は
、

コ
ラ
ム
に
搭
載
さ
れ
た
ヘ
ッ

ド
ユ
ニ
ッ
ト
、
オ
ー
ト
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
機
構
や
プ
リ
ン
ト

基
板
の
バ
ラ
つ
き
に
よ
る
過

負
荷
吸
収
ク
ッ
シ
ョ
ン
機
構

を
装
備
し
た
ワ
ー
ク
テ
ー
ブ

ル
、
ハ
ン
ダ
付
け
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
で
あ
る
。
卓
上
型
を

前
提
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
で

ス
ク
エ
ア
な
デ
ザ
イ
ン
は
、

画
像
処
理
装
置
を
オ
プ
シ
ョ

ン
で
追
加
し
た
際
の
外
乱
光

防
止
に
配
慮
し
て
黒
色
カ
ラ

ー
リ
ン
グ
が
施
さ
れ
て
い

る
。

　
ニ
ッ
チ
市
場
に
お
け
る
小

物
部
品
を
対
象
と
し
、
従
来

の
発
想
と
は
異
な
る
シ
ン
プ

ル
な
機
能
を
基
盤
と
し
て
必

要
な
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お

り
、
好
感
を
持
っ
て
受
け
入

れ
ら
れ
る
。
将
来
的
に
は
、

段
取
り
時
間
の
短
縮
を
目
的

と
す
る
位
置
マ
ー
カ
ー
認
識

や
座
標
自
動
修
正
機
能
な

ど
、
一
層
の
高
機
能
・
高
性

能
化
ニ
ー
ズ
の
出
現
が
予
想

さ
れ
る
。

　
製
品
開
発
に
お
い
て
は
シ

ン
プ
ル
な
技
術
が
信
頼
性
の

向
上
に
寄
与
す
る
重
要
な
要

因
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
基
本
路
線
を
堅
持

し
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
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（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ７月２６日 火曜日 　　


